
日　

程
：
２
０
２
６
年
１
月
26
日
～
28
日

視
察
先
：
台
北
市
・
台
南
市
な
ど

参
加
者
：
福
井
商
工
会
議
所
会
員
・

も
の
づ
く
り
企
業
経
営
者
な
ど
11
名

　

経
済
部
担
当
者
か
ら
台
湾
の
経
済
概
況

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

○
「
半
導
体
一
強
」
に
傾
く
台
湾
経
済

　

Ａ
Ｉ
需
要
の
高
ま
り
を
追
い
風
に
、
台

湾
経
済
で
は
半
導
体
・
電
子
部
品
産
業
の

成
長
が
著
し
い
。
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は

５
・
27
％
（
２
０
２
４
年
）
に
達
し
、
世

界
的
な
競
争
力
を
有
す
る
半
導
体
製
造

が
、
輸
出
と
設
備
投
資
の
双
方
を
押
し
上

げ
て
い
る
。
半
導
体
を
含
め
た
電
子
部
品

は
輸
出
全
体
の
37
％
を
占
め
、
産
業
構
造

の
中
核
と
し
て
の
存
在
感
を
一
段
と
増
し

た
。
一
方
で
、
機
械
や
繊
維
と
い
っ
た
従

来
型
の
産
業
は
伸
び
悩
み
、
産
業
間
格
差

が
拡
大
傾
向
に
あ
る
。
人
口
減
少
と
人
手

不
足
の
進
行
も
重
な
り
、
賃
金
水
準
は
産

業
間
で
大
き
く
乖
離
し
、
人
材
が
ハ
イ
テ

ク
分
野
へ
集
中
す
る
構
図
が
鮮
明
に
な
っ

て
い
る
。

○
「
電
力
危
機
」
に
直
面
す
る
台
湾

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
は
、
半
導
体
工
場

や
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
新
増
設
を
背
景
に

電
力
需
要
が
急
増
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
拡
大
の
方
針
は
掲
げ
ら
れ
て
い
る
も

の
の
、
脱
原
発
政
策
に
よ
り
稼
働
す
る
原

発
は
ゼ
ロ
と
な
り
、
太
陽
光
発
電
は
用
地

制
約
、
洋
上
風
力
は
コ
ス
ト
の
問
題
が
足

か
せ
と
な
っ
て
い
る
。
結
果
と
し
て
電
力

供
給
の
逼
迫
と
価
格
上
昇
が
顕
在
化
し
、

火
力
発
電
の
活
用
や
原
発
再
稼
働
を
含
む

電
源
構
成
の
見
直
し
を
巡
る
議
論
が
台
湾

内
部
で
活
発
化
し
始
め
た
。
政
府
は
電
力

の
安
定
供
給
を
最
優
先
課
題
に
据
え
、
価

格
抑
制
の
た
め
補
助
金
投
入
を
続
け
て
き

た
が
、
国
営
電
力
会
社
の
赤
字
拡
大
と
財

政
負
担
の
増
大
が
新
た
な
課
題
と
し
て
浮

上
し
て
い
る
。

○
国
際
取
引
が
促
す
台
湾
企
業
の
環
境
対
応

　

企
業
の
環
境
対
応
に
目
を
向
け
る
と
、

台
湾
企
業
の
環
境
意
識
は
自
発
的
な
取
り

組
み
と
い
う
よ
り
、
国
際
取
引
を
維
持
す

る
た
め
の
実
務
的
要
件
と
し
て
位
置
づ
け

視
察
概
要

日
本
台
湾
交
流
協
会
台
北
事
務
所 

台
湾
概
況

日本台湾交流協会台北事務所での
ブリーフィング

台湾グリーンビジネス視察
〜台湾の先進事例に学ぶ〜

半導体産業が牽引する台湾経済―。
台湾における環境対応を概観するとともに、研究拠点と企業を訪問し、環境対応をビジネスへ結び付ける
具体的な取り組みを視察した。



ら
れ
る
傾
向
が
強
い
。
と
り
わ
け
、
輸
出

依
存
度
の
高
い
半
導
体
・
電
子
部
品
産
業

で
は
、
取
引
先
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
や
脱
炭
素
対
応
を
求
め
ら
れ

る
事
例
が
増
加
し
て
お
り
、
対
応
の
遅
れ

は
取
引
継
続
そ
の
も
の
を
左
右
し
か
ね
な

い
。
こ
の
た
め
企
業
は
、
電
力
コ
ス
ト
上

昇
や
供
給
不
安
と
い
う
制
約
を
抱
え
な
が

ら
も
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
調
達
や

環
境
対
応
を
進
め
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に

置
か
れ
て
い
る
。

沙
崙
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
実
証
試
験
場

　

同
拠
点
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

由
来
の
水
素
製
造
・
貯
蔵
に
加
え
、
燃
料

電
池
に
よ
る
発
電
や
非
常
用
電
源
と
し
て

の
活
用
の
可
能
性
に
つ
い
て
研
究
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。技
術
開
発
に
と
ど
ま
ら
ず
、

導
入
コ
ス
ト
、
安
全
性
、
運
用
体
制
ま
で

を
含
め
た
総
合
的
な
研
究
を
通
じ
、
将
来

的
な
産
業
利
用
を
見
据
え
た
実
践
的
な
知

見
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
、
台
湾
に
お
け
る
水
素
活
用

は
政
策
・
技
術
の
両
面
で
一
定
の
前
進
を

見
せ
る
一
方
、
コ
ス
ト
競
争
力
に
課
題
を

抱
え
て
い
る
。
現
段
階
で
は
企
業
単
位
、

地
域
単
位
で
の
本
格
導
入
に
は
至
っ
て
お

ら
ず
、
商
用
化
に
向
け
た
制
度
設
計
や
経

済
合
理
性
の
確
保
が
、
次
の
焦
点
と
な
っ

て
い
る
。

　

台
北
市
に
拠
点
を
置
く
好
説
設
計
有
限

公
司
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
お
よ
び
循
環
型

デ
ザ
イ
ン
を
得
意
と
す
る
デ
ザ
イ
ン
事
務

所
で
あ
る
。
代
表
の
欧
世
勛
氏
は
、
米
国

シ
ア
ト
ル
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
デ
ザ
イ

ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
務
め
た
経
験
を
背
景

に
同
社
を
創
業
し
た
。
事
業
の
中
心
は
、

製
品
・
素
材
を
対
象
と
し
た
サ
ー
キ
ュ

ラ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
実
装
支
援
と
、
ブ
ラ
ン

ド
設
計
か
ら
量
産
化
に
至
る
ま
で
の
一
貫

し
た
開
発
支
援
に
あ
る
。
環
境
問
題
の
一

つ
で
あ
る
廃
棄
漁
網
に
着
目
し
、
こ
れ
を

原
料
と
し
て
眼
鏡
へ
再
生
す
る
取
り
組
み

を
展
開
し
て
い
る
。

　

廃
棄
漁
網
は
世
界
全
体
で
年
間
約
50
万

〜
１
０
０
万
ト
ン
発
生
す
る
と
推
計
さ
れ

て
い
る
。
多
く
は
ナ
イ
ロ
ン
な
ど
の
合
成

樹
脂
で
構
成
さ
れ
、
分
解
に
は
数
十
年
か

ら
数
百
年
を
要
す
る
た
め
、
長
期
に
わ
た

り
海
洋
環
境
に
残
存
す
る
。
こ
の
た
め
、

廃
棄
漁
網
は
海
洋
汚
染
を
引
き
起
こ
す
要

因
の
一
つ
と
し
て
国
際
的
に
問
題
視
さ
れ

て
い
る
。

　

同
社
は
、廃
棄
漁
網
の
回
収
か
ら
加
工
、

ペ
レ
ッ
ト
化
、
最
終
製
品
化
に
至
る
ま
で

を
担
い
、
２
０
２
１
年
に
は
自
社
ブ
ラ
ン

ド
「
Ｈハ

イ
ｉ
ｂ
ā
ｎバ

ンｇ
」
を
立
ち
上
げ
た
。

同
ブ
ラ
ン
ド
の
眼
鏡
は
、
ネ
ジ
を
用
い
な

い
構
造
を
採
用
し
、
部
品
単
位
で
の
交
換

を
可
能
と
す
る
設
計
が
特
徴
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
破
損
部
品
を
回
収
し
て
再
製
造
す

る
仕
組
み
を
構
築
し
、
素
材
循
環
の
実
装

を
製
品
レ
ベ
ル
で
実
現
し
た
。
こ
う
し
た

取
り
組
み
は
、
製
品
寿
命
の
延
伸
、
素
材

回
収
・
再
利
用
ま
で
を
包
含
す
る
設
計
デ

ザ
イ
ン
と
し
て
評
価
さ
れ
、
２
０
２
３
年

の
ｉア
イ
エ
フＦ 

Ｄデ

ザ

イ

ン

ｅ
ｓ
ｉ
ｇ
ｎ 

Ａア

ワ

ー

ド

ｗ
ａ
ｒ
ｄ
、

２
０
２
４
年
の
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
は

じ
め
複
数
の
国
際
的
な
賞
を
受
賞
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
実
績
は
、
造
形
や
品
質
の

み
な
ら
ず
、
環
境
配
慮
を
念
頭
に
置
い
た

デ
ザ
イ
ン
と
そ
の
革
新
性
が
、
国
際
的
に

も
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。

　

２
０
１
９
年
に
設
立
さ
れ
た
同
社
は
、

台
北
市
に
本
社
を
構
え
る
素
材
開
発
企
業

で
あ
る
。
社
長
の
林
正
雄
氏
は
、
前
職
で

脳
神
経
科
学
や
が
ん
研
究
に
携
わ
っ
た
異

色
の
経
歴
を
持
つ
。
繊
維
産
業
と
環
境
問

題
へ
の
強
い
関
心
を
持
ち
、
起
業
へ
と

至
っ
た
。

　

衣
類
や
繊
維
の
廃
棄
は
、
今
や
地
球

規
模
の
環
境
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
国

連
環
境
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
に
よ
れ
ば
、

衣
類
を
含
む
繊
維
製
品
は
年
間
約
９
︐

２
０
０
万
ト
ン
が
廃
棄
さ
れ
、
そ
の
８
割

以
上
が
埋
め
立
て
、
ま
た
は
焼
却
処
分
さ

れ
て
い
る
。
一
方
、
使
用
済
み
衣
類
が
新

た
な
衣
類
と
し
て
再
生
さ
れ
る
割
合
は
わ

ず
か
１
％
未
満
に
と
ど
ま
る
。
年
間
お
よ

そ
１
，０
０
０
億
着
規
模
の
衣
類
が
生
産

さ
れ
る
な
か
で
、
着
用
回
数
が
少
な
い
ま

ま
廃
棄
さ
れ
る
製
品
も
多
い
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
対
し
、
同
社
は
独
自

水素研究拠点での施設見学

Hibāng 製品外観

工
業
技
術
研
究
院

①
好
説
設
計
有
限
公
司

②
雄
材
大
智
材
料
科
技
股
份
有
限
公
司

研
究
拠
点
視
察

企
業
視
察



の
Ａ
Ｉ
画
像
認
識
技
術
を
活
用
し
、
繊
維

由
来
の
裁
断
く
ず
や
使
用
済
み
衣
類
、
不

織
布
な
ど
、
従
来
は
廃
棄
物
と
し
て
扱
わ

れ
て
き
た
素
材
を
分
類
・
再
加
工
す
る
事

業
を
展
開
し
て
い
る
。
回
収
し
た
紡
織
の

端
材
や
衣
類
を
選
別
し
、
再
生
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の

粒
子
や
繊
維
系
ボ
ー
ド
材
「
衣
纖
木
」
へ

と
転
換
す
る
こ
と
で
、
資
源
循
環
の
新
た

な
可
能
性
を
切
り
開
い
て
い
る
。

　

主
力
製
品
で
あ
る
「
衣
纖
木
」
は
、
衣

料
端
材
、
樹
脂
、
不
織
布
な
ど
複
数
の
素

材
を
加
工
し
た
ボ
ー
ド
材
で
、
一
般
的
な

木
材
を
上
回
る
耐
水
性
・
耐
候
性
を
備
え

る
点
が
特
徴
で
あ
る
。
家
具
、
イ
ン
テ
リ

ア
資
材
な
ど
、
用
途
は
多
岐
に
わ
た
り
、

北
京
五
輪
の
会
場
や
、
有
名
ホ
テ
ル
へ
の

採
用
実
績
も
あ
る
。
循
環
型
の
素
材
を
建

材
分
野
へ
拡
張
す
る
同
社
の
取
り
組
み

は
、
繊
維
リ
サ
イ
ク
ル
の
未
来
を
示
す
動

き
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

同
社
は
１
９
８
８
年
創
業
の
台
湾
ニ
ッ

ト
メ
ー
カ
ー
で
あ
り
、
本
社
を
新
北
市
に

構
え
る
。
Ｏ
Ｅ
Ｍ
・
Ｏ
Ｄ
Ｍ
に
よ
る
ア
パ

レ
ル
製
造
を
主
力
と
し
、
中
国
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
な
ど

に
生
産
拠
点
を
展
開
し
て
い
る
。近
年
は
、

台
湾
で
大
量
に
発
生
す
る
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル

葉
を
繊
維
化
す
る
こ
と
で
、
生
地
や
製
品

素
材
と
し
て
活
用
す
る
取
り
組
み
を
進
め

る
な
ど
、
環
境
対
応
型
の
素
材
開
発
に
も

力
を
注
ぐ
。

　

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
生
産
で
は
、
果
実
収
穫

後
に
大
量
の
葉
が
残
存
す
る
。
１
株
あ
た

り
数
十
枚
に
及
ぶ
葉
は
、
重
量
ベ
ー
ス
で

果
実
を
大
き
く
上
回
る
副
産
物
と
な
る

が
、
食
用
や
飼
料
と
し
て
の
利
用
は
限
定

的
で
、
長
年
に
わ
た
り
農
業
残
さ
と
し
て

処
理
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
農
業
分
野
で

は
従
事
者
の
高
齢
化
が
進
行
し
、
低
賃
金

や
厳
し
い
労
働
環
境
を
背
景
に
、
若
年
層

の
就
農
意
欲
の
低
下
が
顕
在
化
し
て
い

る
。
と
り
わ
け
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
栽
培
は

手
作
業
工
程
が
多
く
、
身
体
的
負
担
の
大

き
さ
が
課
題
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
課
題
に
対
し
、
Ｕ
Ｋ
Ｌ
社
は

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
葉
の
回
収
、
加
工
、
繊
維

化
、
そ
し
て
製
品
化
ま
で
を
一
貫
し
て
担

う
体
制
を
構
築
し
た
。
同
素
材
は
、
綿
花

と
比
較
し
て
使
用
水
量
が
非
常
に
少
な
い

上
、
生
産
過
程
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
²
排
出
量

も
低
水
準
に
抑
え
ら
れ
、
環
境
負
荷
低
減

へ
の
寄
与
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
風
合
い

は
リ
ネ
ン
に
近
い
軽
や
か
さ
を
持
ち
、
通

気
性
や
吸
汗
性
に
も
優
れ
る
こ
と
か
ら
、

衣
料
に
加
え
バ
ッ
グ
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
分

野
へ
も
展
開
が
進
む
。

　

さ
ら
に
、
同
社
は
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
農
園

と
の
協
業
に
よ
り
、
従
来
は
廃
棄
対
象

だ
っ
た
葉
を
原
料
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

で
、
農
業
残
さ
の
削
減
を
実
現
す
る
と
同

時
に
、
農
家
へ
副
収
入
の
機
会
を
も
た
ら

し
て
い
る
。農
業
と
繊
維
産
業
を
つ
な
ぎ
、

資
源
循
環
を
生
み
出
す
同
社
の
取
り
組
み

は
、
地
域
農
業
の
持
続
可
能
性
を
高
め
、

循
環
型
社
会
実
現
の
具
体
的
な
取
り
組
み

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

UKL 社を視察

「衣纖木」に触れながら意見交換

③
優
織
隆
企
業
股
份
有
限
公
司
（
Ｕ
Ｋ
Ｌ
社
）

　

台
湾
が
持
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
、
福
井
の

技
術
力
を
掛
け
合
わ
せ
、
中
国
を
含
め
た
東

ア
ジ
ア
な
ど
へ
の
進
出
や
販
路
開
拓
を
目
的

に
、
福
井
県
経
済
界
は
２
０
１
２
年
に
台
湾

支
援
機
関
と
Ｍ
Ｏ
Ｕ
（
業
務
協
力
覚
書
）
を

締
結
。
こ
れ
を
機
に
、
台
湾
現
地
や
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
商
談
会
を
同
年
か
ら
続
け
て
き

た
。
こ
れ
ま
で
７
０
０
件
以
上
の
商
談
を
実

施
し
、
福
井
県
の
企
業
と
台
湾
企
業
の
連

携
を
後
押
し
し
て
き
た
。
な
か
に
は
、
台
湾

企
業
と
の
合
弁
会
社
の
設
立
や
現
地
工
場
の

設
置
、
現
地
営
業
拠
点
の
開
設
に
至
っ
た
福

井
県
企
業
も
あ
る
。

　

他
に
も
、
福
井
県
経
済
界
は
工
業
技
術

研
究
院
（
日
本
に
お
け
る
産
業
技
術
総
合

研
究
所
に
あ
た
る
）、
台
湾
電
子
設
備
協
会
、

金
属
工
業
研
究
発
展
セ
ン
タ
ー
と
い
っ
た
支

援
機
関
と
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い

る
。
特
に
、
工
業
技
術
研
究
院
と
は
、
密

に
連
携
を
取
り
、
今
回
の
視
察
会
に
つ
い
て

も
サ
ポ
ー
ト
を
い
た
だ
い
た
。

［
参
考
：
Ｍ
Ｏ
Ｕ
締
結
一
覧
］

①
（一社
）
福
井
県
商
工
会
議
所
連
合
会 

＆ 

台
日
商
務
交
流
協
進
会
（
台
湾
と
日
本

の
企
業
間
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
や
連
携
を
促
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
交
流
団
体
）

②
福
井
県
経
済
団
体
連
合
会 

＆ 

台
日
産

業
合
作
促
進
会
（
台
湾
と
日
本
の
産
業

協
力
や
技
術
連
携
等
を
推
進
す
る
団
体
）

福
井
県
経
済
界
と
台
湾
の
関
係

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ



　

こ
ん
に
ち
は
。
私
は
工
業
技
術
研
究
院 

産
業
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
李
湘
平
で

す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
ま
で
数
多

く
の
中
小
企
業
お
よ
び
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

企
業
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。
と
き
に
は

海
を
越
え
て
現
地
を
訪
問
し
、
企
業
と
の

面
談
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
支

援
を
進
め
る
中
で
、
私
は
日
本
に
お
け
る

有
力
な
連
携
先
と
し
て
福
井
県
に
着
目
し

ま
し
た
。
現
地
を
訪
れ
る
中
で
、
福
井
県

は
温
か
み
の
あ
る
人
柄
と
確
か
な
技
術
力

を
兼
ね
備
え
た
地
域
で
あ
る
こ
と
を
実
感

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
繊
維
、
金
属
加
工
、

特
殊
素
材
、
半
導
体
な
ど
の
分
野
で
長
年

培
わ
れ
た
技
術
を
有
し
、
産
業
の
集
積
と

技
術
開
発
力
が
高
い
地
域
で
あ
る
こ
と
も

認
識
し
ま
し
た
。
福
井
企
業
の
皆
様
の
技

術
力
と
挑
戦
す
る
力
は
、
台
湾
企
業
と
の

連
携
を
通
じ
て
、
よ
り
大
き
な
価
値
を
生

み
出
す
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
福
井
県
と
台
湾
が
協
力
関
係
を

築
く
こ
と
で
、
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
、
さ

ら
に
は
欧
米
市
場
へ
の
展
開
も
期
待
で
き

ま
す
。
双
方
の
先
端
技
術
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
大
き
な
相
乗

効
果
が
生
ま
れ
、
両
地
域
に
と
っ
て
新
た

な
成
長
機
会
に
つ
な
が
る
も
の
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
実
現
に
向
け
、
当
セ
ン
タ
ー
は
、

福
井
商
工
会
議
所
と
の
連
携
を
強
化
し
、

情
報
交
換
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援

な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
台
湾
と
福
井
県
と
の
技
術
連
携
や
業

務
提
携
な
ど
、
具
体
的
な
成
果
も
着
実
に

生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
双
方
の
強
み
を
活
か
し
た
協
力

が
さ
ら
に
深
ま
る
こ
と
を
心
よ
り
期
待
し

て
い
ま
す
。
連
携
に
関
す
る
ご
相
談
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
声
が

け
く
だ
さ
い
！

　

台
湾
は
、
輸
出
依
存
度
の
高
い
経
済
構

造
を
有
し
て
お
り
、
こ
の
点
は
日
本
と
も

共
通
し
て
い
る
。
今
回
の
視
察
を
通
じ
、

国
際
市
場
か
ら
の
要
求
や
取
引
条
件
の
変

化
が
、
産
業
の
方
向
性
そ
の
も
の
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
る
現
実
を
改
め
て
実

感
し
た
。
と
り
わ
け
現
在
は
、
環
境
対
応

や
脱
炭
素
へ
の
取
り
組
み
が
国
際
的
な
評

価
軸
と
し
て
強
く
意
識
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
に
ど
う
向
き
合
う
か
が
、
企
業
や
産
業

の
競
争
力
を
左
右
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
強

く
感
じ
た
。

　

日
本
で
も
環
境
意
識
の
広
が
り
は
着
実

に
進
ん
で
い
る
が
、
今
回
台
湾
で
目
に
し

た
の
は
、
外
部
か
ら
の
要
請
へ
の
対
応
に

と
ど
ま
ら
ず
、
経
営
者
自
身
の
問
題
意
識

を
出
発
点
と
し
て
、
環
境
配
慮
を
事
業
の

中
核
へ
取
り
込
も
う
と
す
る
姿
勢
で
あ
っ

た
。
環
境
対
応
を
単
な
る
負
担
と
し
て
で

は
な
く
、
新
た
な
価
値
創
出
や
ビ
ジ
ネ
ス

機
会
へ
と
結
び
付
け
よ
う
と
す
る
考
え
方

は
、
非
常
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
視
察
し
た
各
企
業
が
、
環
境

課
題
を
具
体
的
な
製
品
や
事
業
と
し
て
形

に
し
て
い
た
点
に
も
重
要
な
示
唆
を
得
ら

れ
た
。
環
境
問
題
は
重
要
で
あ
る
一
方
、

そ
れ
だ
け
で
事
業
が
成
立
す
る
わ
け
で
は

な
い
。
技
術
力
に
加
え
、
人
材
、
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
、
市
場
と
の
接
点
と
い
っ
た

複
数
の
要
素
が
結
び
付
い
て
初
め
て
、
ビ

ジ
ネ
ス
と
し
て
成
立
す
る
と
い
う
こ
と
を

実
感
し
た
。

　

今
回
の
視
察
を
通
じ
、
環
境
対
応
と
は

理
念
や
義
務
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な

く
、
産
業
競
争
力
そ
の
も
の
に
関
わ
る

テ
ー
マ
で
あ
る
と
認
識
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
こ
の
気
づ
き
を
、
福
井
に
お
け
る
今

後
の
取
り
組
み
を
考
え
る
上
で
の
一
つ
の

視
点
と
し
て
、
今
後
も
大
切
に
し
て
い
き

た
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

福
井
商
工
会
議
所 

産
業
技
術
・Ｄ
Ｘ
推
進
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
７
６（
33
）８
２
５
２

視
察
を
終
え
て

工業技術研究院

李湘平　氏

台湾と福井の連携と今後の可能性について、工
業技術研究院の李湘平氏からメッセージが寄せられ
た。李湘平氏は長年にわたり台湾と福井の連携を
支援しており、福井の産業にも精通している。

台湾と福井の企業連携が
新たなビジネスチャンス

を生み出す

INTERVIEW with EXPERT


